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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第70期

第１四半期連結
累計期間

第71期
第１四半期連結
累計期間

第70期

会計期間
自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日

自　平成26年１月１日
至　平成26年３月31日

自　平成25年１月１日
至　平成25年12月31日

売上高 （千円） 13,093,526 16,337,482 62,736,131

経常利益 （千円） 1,100,351 1,498,601 6,588,909

四半期（当期）純利益 （千円） 630,586 844,871 3,911,187

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,549,305 1,855,958 9,214,917

純資産額 （千円） 36,386,360 43,905,203 42,579,499

総資産額 （千円） 67,329,028 79,516,523 78,102,795

１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 12.02 16.11 74.56

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 54.0 55.2 54.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 947,167 1,814,606 5,527,176

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,348,005 △426,724 △3,483,924

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △86,786 △241,956 △1,471,081

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
（千円） 17,072,371 19,904,868 18,454,501

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社および当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(１)経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成26年１月１日～平成26年３月31日）におけるわが国経済は、政府の経済政策や

日銀の金融緩和を背景に企業収益が増加し、所得や雇用環境の改善により個人消費も上向くなど、総じて緩やかな

回復基調で推移いたしました。

当社グループの主な需要先であります建設業界におきましては、都市部の再開発や工場・物流施設の建設等を中

心に、企業の設備投資が増加するなど、堅調に推移いたしました。

このような経営環境のなか、当社グループは、本社機能の集約を契機に部門間の連携を強化するとともに、迅速

な顧客対応と積極的な営業活動を徹底し、需要の取り込みに努めてまいりました。また、創業百周年に向けた指針

として、新・中期経営計画「okabe-ミライ計画-2017」を策定し、３つのビジョン《①ミライを支える「新工

場」　②ミライに羽ばたく「新製品」　③ミライを創る「新分野」》の実現に向けた取組みを開始いたしました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は、163億３千７百万円（前年同期比24.8％増）、営業

利益は14億６千４百万円（前年同期比39.5％増）、経常利益は14億９千８百万円（前年同期比36.2％増）、四半期

純利益は８億４千４百万円（前年同期比34.0％増）となりました。

 

セグメント別の業績はつぎのとおりであります。

①　建設関連製品事業

法面補強工法などの土木製品の拡販に注力したことや、工期短縮に貢献する構造機材製品の販売が伸長した

ことなどにより、売上高は127億９千４百万円（前年同期比23.9％増）となりました。

営業利益は高付加価値製品の売上構成比が増加したことなどにより、13億１千９百万円（前年同期比44.3％

増）となりました。

 

②　自動車関連製品事業

主力の北米市場において、バッテリーの買い替え需要を積極的に取り込んだことなどにより、売上高は19億

４千９百万円（前年同期比36.8％増）となりました。

営業利益は中国新工場の立上げに伴い、関連費用が発生したことなどにより、１億８千７百万円（前年同期

比5.4％減）となりました。

 

③　ホテル事業

接客サービスの改善に取り組むなど客室単価の向上に努めた結果、売上高は13億１千万円（前年同期比

21.3％増）となりました。

営業損益は、前年同期と比べ２千万円改善し、４千９百万円の損失（前年同期は７千万円の営業損失）とな

りました。

 

④　その他の事業

海洋資材製品および釣り用錘製品の売上高は２億８千２百万円（前年同期比10.0％増）となり、営業利益は

７百万円（前年同期比9.2％減）となりました。
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(２)財政状態の分析

①　資産

流動資産は主に現金及び預金の増加により前連結会計年度末に比べ10億１千万円増加し、481億５千１百万円

となりました。

固定資産は主に建物及び構築物の増加により前連結会計年度末に比べ４億３百万円増加し、313億６千５百万

円となりました。

以上の結果、総資産は前連結会計年度末に比べ14億１千３百万円増加し、795億１千６百万円となりました。

 

②　負債

流動負債は主に仕入債務の増加により前連結会計年度末に比べ１億４千万円増加し、246億２千７百万円とな

りました。

固定負債は主に長期借入金の減少により前連結会計年度末に比べ５千２百万円減少し、109億８千３百万円と

なりました。

以上の結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ８千８百万円増加し、356億１千１百万円となりました。

 

③　純資産

純資産合計は前連結会計年度末に比べ13億２千５百万円増加し、439億５百万円となりました。また、自己資

本比率は前連結会計年度末に比べ0.7ポイント増加し、55.2％となりました。

 

(３)キャッシュ・フローの状況の分析

   当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローに係る収入18

億１千４百万円、投資活動によるキャッシュ・フローに係る支出４億２千６百万円、財務活動によるキャッ

シュ・フローに係る支出２億４千１百万円となったことなどにより、前連結会計年度末に比べ14億５千万円増加

し、199億４百万円となりました。

 

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因はつぎのとおりであります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フローにおける収入は、18億１千４百万円となりました(前年同期は９億４千７

百万円の収入)。主な要因は、売上債権の減少によるものであります。

 

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フローにおける支出は、４億２千６百万円となりました(前年同期は13億４千８

百万円の支出)。主な要因は、投資有価証券の取得による支出の減少によるものであります。

 

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フローにおける支出は、２億４千１百万円となりました(前年同期は８千６百万

円の支出)。主な要因は、借入金の収支の純減によるものであります。

 

(４)事業上および財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた重要な課題はありません。

 

なお、当社は財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等

（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）はつぎのとおりであります。

 

当社は、平成24年１月24日開催の取締役会において、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方

に関する基本方針（会社法施行規則第118条第３号に定義されるものをいい、以下、「基本方針」といいます。）

ならびに基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止する

ための取組み（会社法施行規則第118条第３号ロ）のひとつとして、当社株式等の大規模買付行為に関する対応策

（以下、「本プラン」といいます。）を継続することを決議し、平成24年３月29日開催の第68期事業年度に係る定

時株主総会の議案として上程し、株主の承認を得た上で発効いたしました。

EDINET提出書類

岡部株式会社(E01412)

四半期報告書

 4/22



(1）本プランに関する基本的な考え方

当社は、金融商品取引所に株式を上場している者として、市場における当社株式の自由な取引を尊重し、特定

の者による当社株式の大規模買付行為であっても、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向

上に資するものである限り、これを一概に否定するものではありません。また、最終的には株式の大規模買付提

案に応じるかどうかは株主の皆様の決定に委ねられるべきだと考えております。

ただし、株式の大規模買付提案の中には、たとえばステークホルダーとの良好な関係を保ち続けることができ

ない可能性があるなど、当社グループの企業価値ひいては株主共同の利益を損なうおそれのあるものや、当社グ

ループの価値を十分に反映しているとはいえないもの、あるいは株主の皆様が最終的な決定をされるために必要

な情報が十分に提供されないものもありえます。

そのような提案に対して、当社は、株主の皆様から負託された者の責務として、株主の皆様のために、必要な

時間や情報の確保、株式の大規模買付提案者との交渉などを行う必要があると考えております。

 

(2）基本方針の実現に資する特別な取組み

①　中期経営計画による取組み

当社は、企業価値および株主価値の向上をより具体的に実践するため中期経営計画を策定しており、事業環

境の変化を踏まえ、設備投資、人材育成、財務バランス等々に注意を払いつつ果敢に経営課題に挑戦しており

ます。

平成26年度を初年度とする中期経営計画「okabe-ミライ計画-2017」では、創業百周年、そしてその先の

「ワクワクするミライ」に向け邁進すべく、３つのビジョンを掲げております。ビジョンの実現に向け、グ

ループ一丸となって挑戦を続けてまいります。

「okabe-ミライ計画-2017」において掲げるビジョンは以下のとおりであります。

《ビジョン１》ミライを支える「新工場」

コア事業である建設関連製品事業および準コア事業である自動車関連製品事業において、３つの新工場

がしっかりと成長を支えます。

《ビジョン２》ミライに羽ばたく「新製品」

コア事業・準コア事業において、成長分野に新製品を投入し、市場シェアを拡大します。

《ビジョン３》ミライを創る「新分野」

これまで蓄積した技術・ノウハウを洗い出し、活かすことができる新分野へと果敢に挑戦します。

 

②　コーポレート・ガバナンス強化による取組み

企業価値の確保および向上にあたって、経営の執行状況を極力透明化しこれを監視するシステムが必要であ

ると認識しておりますが、その一環として当社は、平成19年３月29日開催の第63回定時株主総会において、取

締役の経営責任のより一層の明確化と経営環境の変化に迅速に対応する体制を整備するため、取締役の任期を

従来の２年から１年へ短縮いたしました。また、取締役の報酬体系はこれまで以上に業績連動型に変更するた

め、役員退職慰労金制度を廃止いたしました。なお、これらに先立ち平成13年３月より執行役員制度を導入し

て、経営の意思決定と業務執行のそれぞれの効率化と迅速化に取り組んでおります。

また、経営の意思決定機関であると同時に取締役相互の牽制機能を有する取締役会を原則として月１回以上

開催するとともに、別途、役付取締役で構成する常務会を開催し、経営上重要な案件につき、事前に十分な検

討を行っております。この他、代表取締役社長および各部門の責任者で構成される部門責任者会議を原則とし

て週１回開催し、複数の部門にまたがる業務執行の効率化を促進するとともに、社会的規範への適合性の観点

からも常に必要な検討を加えております。

当社の監査役会は社外監査役２名を含む４名（本四半期報告書提出日現在）で構成し、コーポレート・ガバ

ナンスをより実効あるものとするため、毎月１回以上開催される監査役会にて情報の共有を図るとともに、取

締役会に出席し、適宜発言しております。また、代表取締役社長と定期的な連絡会を開催し広く意見交換する

とともに、他の重要な会議への出席や稟議書をはじめとする社内文書の閲覧を実施し、必要に応じて取締役以

外の者に説明を求めるなど、業務執行全般にわたって効率的な監査業務を行っております。

また、当社は代表取締役社長の直轄部門として内部監査室を設置し、内部統制の整備・運用状況につき有効

性評価等を実施するなど、監査機能の充実を図っております。さらに、常設組織として役付取締役を委員長と

する、コンプライアンス委員会を設置しており、全社員を対象とした法令遵守の啓発活動を実施しておりま

す。
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(3）本プランの概要

①　対象となる大規模買付等

本プランは以下の(ⅰ）または(ⅱ）に該当する当社株式等の買付けまたはこれに類似する行為（ただし、当

社取締役会が承認したものを除きます。かかる行為を、以下、「大規模買付等」といいます。）がなされる場

合を適用対象といたします。大規模買付等を行い、または行おうとする者（以下、「買付者等」といいま

す。）は、予め本プランに定められる手続きに従わなければならないものといたします。

(ⅰ）当社が発行者である株式等(注１）について、保有者(注２）の株式等保有割合(注３）が20％以上と

なる買付け

(ⅱ）当社が発行者である株式等(注４）について、公開買付け(注５）に係る株式等の株式等所有割合(注

６）およびその特別関係者(注７）の株式等所有割合の合計が20％以上となる公開買付け

 

②　「意向表明書」の当社への事前提出

買付者等におきましては、大規模買付等の実行に先立ち、当社取締役会に対して、当該買付者等が大規模買

付等に際して本プランに定める手続きを遵守する旨の誓約文言等を記載した書面（以下、「意向表明書」とい

います。）を当社の定める書式により日本語で提出していただきます。

具体的には、「意向表明書」には、以下の事項を記載していただきます。

(ⅰ）買付者等の概要

(イ）氏名または名称および住所または所在地

(ロ）代表者の役職および氏名

(ハ）会社等の目的および事業の内容

(ニ）大株主または大口出資者（所有株式または出資割合上位10名）の概要

(ホ）国内連絡先

(ヘ）設立準拠法

(ⅱ）買付者等が現に保有する当社の株式等の数、および「意向表明書」提出前60日間における買付者等の

当社の株式等の取引状況

(ⅲ）買付者等が提案する大規模買付等の概要（買付者等が大規模買付等により取得を予定する当社の株式

等の種類および数、ならびに大規模買付等の目的（支配権取得もしくは経営参加、純投資もしくは政策

投資、大規模買付等の後の当社の株式等の第三者への譲渡等、または重要提案行為等(注８）その他の

目的がある場合には、その旨および内容。なお、目的が複数ある場合にはそのすべてを記載していただ

きます。）を含みます。）

 

③　「本必要情報」の提供

上記②の「意向表明書」をご提出いただいた場合には、買付者等におきましては、以下の手順に従い、当社

に対して、大規模買付等に対する株主の皆様のご判断のために必要かつ十分な情報（以下、「本必要情報」と

いいます。）を日本語で提供していただきます。

まず、当社は、買付者等に対して、「意向表明書」を提出していただいた日から10営業日(注９）（初日不

算入）以内に、当初提出していただくべき情報を記載した「情報リスト」を上記②(ⅰ）(ホ）の国内連絡先に

発送いたしますので、買付者等には、かかる「情報リスト」に従って十分な情報を当社に提出していただきま

す。

また、上記の「情報リスト」に従い買付者等から提供していただいた情報では、大規模買付等の内容および

態様等に照らして、株主の皆様のご判断および当社取締役会の評価・検討等のために不十分であると当社取締

役会が合理的に判断する場合には、当社取締役会が別途請求する追加の情報を買付者等から提供していただき

ます。

なお、大規模買付等の内容および態様等にかかわらず、以下の各項目に関する情報は、原則として「情報リ

スト」の一部に含まれるものといたします。

(ⅰ）買付者等およびそのグループ（共同保有者(注10）、特別関係者およびファンドの場合は各組合員そ

の他の構成員を含みます。）の詳細（沿革、具体的名称、資本構成、事業内容、財務内容、役員の氏名

および職歴等を含みます。）

(ⅱ）大規模買付等の目的（「意向表明書」において開示していただいた目的の詳細）、方法および内容

（経営参画の意思の有無、大規模買付等の対価の種類および金額、大規模買付等の時期、関連する取引

の仕組み、買付予定の株式等の数および買付等を行った後における株式等所有割合、大規模買付等の方

法の適法性を含みます。）
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(ⅲ）大規模買付等の対価の算定根拠（算定の前提事実、算定方法、算定に用いた数値情報および大規模買

付等に係る一連の取引により生じることが予想されるシナジーの内容、算定の際に第三者の意見を聴取

した場合における当該第三者の名称、意見の概要および当該意見を踏まえて金額を決定するに至った経

緯を含みます。）

(ⅳ）大規模買付等の資金の裏付け（資金の提供者（実質的提供者を含みます。）の具体的名称、調達方法

および関連する取引の内容を含みます。）

(ⅴ）大規模買付等に際しての第三者との間における意思連絡の有無および意思連絡がある場合はその内容

および当該第三者の概要

(ⅵ）買付者が既に保有する当社の株式等に関する貸借契約、担保契約、売戻契約、売買の予約その他の重

要な契約または取決め（以下、「担保契約等」といいます。）がある場合には、その契約の種類、契約

の相手方および契約の対象となっている株式等の数量等の当該担保契約等の具体的内容

(ⅶ）買付者等が大規模買付等において取得を予定する当社の株式等に関し担保契約等の締結その他第三者

との間の合意の予定がある場合には、予定している合意の種類、契約の相手方および契約の対象となっ

ている株式等の数量等の当該合意の具体的内容

(ⅷ）大規模買付等の後における当社および当社グループの経営方針、事業計画、資本政策および配当政策

(ⅸ）大規模買付等の後における当社の従業員、労働組合、取引先、顧客および地域社会その他の当社に係

る利害関係者の処遇等の方針

(ⅹ）当社の他の株主との利益相反を回避するための具体的方策
 
なお、当社は、当社取締役会が買付者等から大規模買付等の提案がなされた事実とその概要、本必要情報の

概要ならびにその他の情報のうち株主および投資家の皆様のご判断に必要であると認められる情報がある場合

には、適切と判断する時点で開示いたします。

また、当社は、当社取締役会が買付者等による本必要情報の提供が十分になされたと認めた場合には、その

旨を買付者等に通知（以下、「情報提供完了通知」といいます。）するとともに、速やかにその旨を開示いた

します。

 

④　取締役会評価期間の設定等

当社取締役会は、情報提供完了通知を行った後、大規模買付等の評価の難易度等に応じて、以下の(ⅰ）ま

たは(ⅱ）の期間（いずれも初日不算入）を、当社取締役会による評価、検討、交渉、意見形成および代替案

立案のための期間（以下、「取締役会評価期間」といいます。）として設定いたします。

(ⅰ）対価を現金（円貨）のみとする公開買付けによる当社全株式等を対象とする公開買付けの場合には最

大60日間

(ⅱ）その他の大規模買付等の場合には最大90日間

ただし、上記(ⅰ）(ⅱ）いずれにおいても、取締役会評価期間は取締役会および独立委員会が合理的に必要

と認める場合には延長できるものとし、その場合は、具体的延長期間および当該延長期間が必要とされる合理

的な理由を買付者等に通知するとともに株主および投資家の皆様に開示いたします。また、延長の期間は最大

30日間といたします。

当社取締役会は、取締役会評価期間内において、必要に応じて適宜外部専門家等の助言を得ながら、買付者

等から提供された本必要情報を十分に評価・検討し、当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上の観点か

ら、買付者等による大規模買付等の内容の検討等を行うものといたします。当社は、当社取締役会がこれらの

検討等を通じて、大規模買付等に関する当社取締役会としての意見を慎重にとりまとめ、買付者等に通知する

とともに、適時かつ適切に株主および投資家の皆様に開示いたします。また、必要に応じて、買付者等との間

で大規模買付等に関する条件・方法について交渉し、さらに当社取締役会として、株主の皆様に代替案を提示

することもあります。
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(4）大規模買付行為に対する対抗措置の発動および停止等

①　対抗措置の発動等

当社取締役会が発動する対抗措置としては、新株予約権（以下、「本新株予約権」といいます。）の無償割

当てを行うことといたします。本プランにおいては、対抗措置の発動等にあたって、当社取締役会の恣意的判

断を排除するため、独立委員会規定に従い当社社外取締役、当社社外監査役、または社外の有識者（実績のあ

る会社経営者、官庁出身者、弁護士、公認会計士、学識経験者またはこれらに準じる者）で、当社の業務執行

を行う経営陣から独立した者のみから構成される独立委員会（以下、「独立委員会」といいます。）の勧告を

最大限尊重するとともに、株主の皆様に適時に情報開示を行うことにより透明性を確保することとしておりま

す。

当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重するものとし、かかる勧告を踏まえて当社の企業価値・株

主共同の利益の確保・向上という観点から速やかに対抗措置の発動または不発動の決議を行うものといたしま

す。

当社取締役会は、上記の決議を行った場合には、その内容が対抗措置の発動であるか不発動であるかを問わ

ず、速やかに当該決議の概要その他当社取締役会が適切と判断する事項について情報開示を行います。

 

②　対抗措置の発動の停止等

当社取締役会は、対抗措置の発動を決議した後または発動後においても、(ⅰ）買付者等が大規模買付等を

中止した場合または(ⅱ）対抗措置を発動するか否かの判断の前提となった事実関係等に変動が生じ、かつ、

当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上という観点から発動した対抗措置を維持することが相当でない

と考えられる状況に至った場合には、独立委員会の勧告を最大限尊重し、対抗措置の中止または発動の停止を

決定することがあります。

当社取締役会は、上記の決議を行った場合には、速やかに当該決議の概要その他当社取締役会が適切と判断

する事項について情報開示を行います。

 

(5）株主・投資家に与える影響等

①　本プランの継続時に株主・投資家に与える影響

本プランの継続時には、本新株予約権の発行自体は行われません。従って、本プランがその継続時に株主の

皆様の有する当社株式に係る法的権利および経済的利益に対して直接具体的な影響を与えることはありませ

ん。

 

②　対抗措置発動時に株主・投資家に与える影響

当社取締役会が対抗措置の発動を決定し、本新株予約権の無償割当てを行う場合には、別途定める割当て期

日における株主名簿に記録された株主の皆様に対し、その保有する株式１株につき本新株予約権１個を上限と

した割合で、本新株予約権が無償にて割り当てられます。このような仕組み上、本新株予約権の無償割当て時

においても、株主の皆様が保有する当社株式１株当たりの経済的価値の希釈化は生じるものの保有する当社株

式全体の経済的価値の希釈化は生じず、また当社株式１株当たりの議決権の希釈化は生じないことから、株主

の皆様の有する当社株式に係る法的権利および経済的利益に対して直接具体的な影響を与えることは想定して

おりません。

ただし、買付者等につきましては、この対抗措置の発動により、結果的に法的権利または経済的利益に何ら

かの影響が生じる場合があります。

 

③　本新株予約権の無償割当てに伴って株主の皆様に必要となる手続き

本新株予約権の割当て期日における最終の株主名簿に記録された株主の皆様は、当該新株予約権の無償割当

ての効力発生日において、当然に新株予約権者となるため、申込みの手続きは不要となります。

また、当社が取得条項を付した新株予約権取得の手続きをとる場合には、買付者等以外の株主の皆様におか

れては、新株予約権の行使価格相当の金銭を払い込むことなく、当社による新株予約権取得の対価として当社

株式を受領することになるため、当該新株予約権に関する払込み等の手続きは不要となります。

以上のほか、割当て方法、行使の方法および当社による取得の方法等の詳細については、本新株予約権の無

償割当てに関する当社取締役会の決議が行われた後、当社は、その手続きの詳細に関して、適用ある法令およ

び金融商品取引所規則に基づき、適時かつ適切に開示または通知を行いますので、当該開示または通知の内容

をご確認下さい。
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(6）本プランの有効期間、廃止および変更

本プランの有効期間は、平成27年３月開催予定の定時株主総会終結の時までの３年間となります。

ただし、かかる有効期間の満了前であっても、当社の株主総会において本プランの変更または廃止の決議がな

された場合には、本プランは当該決議に従い、その時点で変更または廃止されるものといたします。また、当社

の株主総会で選任された取締役で構成される取締役会により本プランの廃止の決議がなされた場合には、本プラ

ンはその時点で廃止されるものといたします。

 

(注)１ 金融商品取引法第27条の23第１項に規定される「株券等」を意味するものとします。以下、別段の定めが
ない限り同じとします。なお、本プランにおいて引用される法令等に改正（法令名の変更や旧法令等を継承
する新法令等の制定を含みます。）があった場合には、本プランにおいて引用される法令等の各条項は、当
社取締役会が別途定める場合を除き、当該改正後においてこれらの法令等の各条項を実質的に継承する法令
等の各条項に読み替えられるものとします。
２ 金融商品取引法第27条の23第１項に規定される保有者をいい、同条第３項に基づき保有者に含まれる者を
含みます。
３ 金融商品取引法第27条の23第４項に規定される「株券等保有割合」を意味するものとします。以下、同じ
とします。
４ 金融商品取引法第27条の２第１項に規定される「株券等」を意味するものとします。以下、(ⅱ）におい
て同じとします。
５ 金融商品取引法第27条の２第６項に定義されます。以下、同じとします。

６ 金融商品取引法第27条の２第８項に規定される「株券等所有割合」を意味するものとします。以下、同じ
とします。
７ 金融商品取引法第27条の２第７項に定義される特別関係者をいいます。ただし、同項第１号に掲げる者に
ついては、発行者以外の者による株券等の公開買付けの開示に関する内閣府令第３条第２項で定める者を除
きます。以下、同じとします。
８ 金融商品取引法第27条の26第１項、金融商品取引法施行令第14条の８の２第１項、および株券等の大量保
有の状況の開示に関する内閣府令第16条に規定される重要提案行為等をいいます。以下、別段の定めがない
限り同じとします。
９ 営業日とは、行政機関の休日に関する法律第１条第１項各号に掲げる日以外の日をいいます。以下、同じ
とします。
10 金融商品取引法第27条の23第５項に定義される共同保有者をいい、同条第６項に基づき共同保有者とみな
されると当社取締役会が認めた者を含みます。以下、同じとします。

 

(５)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億１千３百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年５月15日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 55,290,632 55,290,632
東京証券取引所

(市場第一部)
単元株式数　100株

計 55,290,632 55,290,632 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　平成26年１月１日～

　平成26年３月31日
－ 55,290,632 － 6,911,700 － 6,039,545

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年３月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

 普通株式　　　2,833,000
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

52,445,800
524,458 －

単元未満株式
普通株式（注）

11,832
－ １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 55,290,632 － －

総株主の議決権 － 524,458 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式１株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年３月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

岡部株式会社

東京都墨田区押上二丁目

８番２号
2,833,000 － 2,833,000 5.12

計 － 2,833,000 － 2,833,000 5.12

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

２　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成26年１月１日から平

成26年３月31日まで）および第１四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、監査法人大手門会計事務所により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,654,501 20,104,868

受取手形及び売掛金 22,167,978 20,676,348

商品及び製品 3,263,573 4,172,604

仕掛品 719,969 825,504

原材料及び貯蔵品 1,285,233 1,446,126

その他 1,177,826 1,051,389

貸倒引当金 △128,014 △125,640

流動資産合計 47,141,068 48,151,201

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 13,180,110 13,478,317

機械装置及び運搬具（純額） 2,366,020 2,369,574

土地 4,197,205 4,452,284

その他（純額） 1,984,903 2,272,812

有形固定資産合計 21,728,239 22,572,989

無形固定資産   

のれん 542,531 570,515

その他 610,996 699,932

無形固定資産合計 1,153,527 1,270,448

投資その他の資産   

投資有価証券 6,886,778 6,295,803

その他 1,382,816 1,413,112

貸倒引当金 △189,635 △187,033

投資その他の資産合計 8,079,959 7,521,883

固定資産合計 30,961,726 31,365,321

資産合計 78,102,795 79,516,523
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成25年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,803,297 7,446,325

信託未払金 11,163,920 10,832,530

短期借入金 2,597,190 2,524,718

未払法人税等 1,194,077 661,334

賞与引当金 64,034 262,817

その他 2,664,043 2,899,757

流動負債合計 24,486,563 24,627,482

固定負債   

長期借入金 6,692,000 6,667,600

退職給付引当金 1,806,825 1,791,238

資産除去債務 39,172 39,253

その他 2,498,735 2,485,745

固定負債合計 11,036,733 10,983,836

負債合計 35,523,296 35,611,319

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,911,700 6,911,700

資本剰余金 6,042,037 6,042,037

利益剰余金 29,614,883 29,929,500

自己株式 △1,031,526 △1,031,526

株主資本合計 41,537,094 41,851,710

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,858,047 1,653,675

為替換算調整勘定 △815,642 399,817

その他の包括利益累計額合計 1,042,404 2,053,492

純資産合計 42,579,499 43,905,203

負債純資産合計 78,102,795 79,516,523
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

売上高 13,093,526 16,337,482

売上原価 9,515,868 11,989,149

売上総利益 3,577,657 4,348,333

販売費及び一般管理費 2,527,579 2,883,358

営業利益 1,050,077 1,464,974

営業外収益   

受取利息 9,598 10,742

受取配当金 10,972 15,506

スクラップ売却収入 17,689 31,862

その他 74,350 23,816

営業外収益合計 112,610 81,927

営業外費用   

支払利息 48,645 42,122

その他 13,691 6,178

営業外費用合計 62,337 48,300

経常利益 1,100,351 1,498,601

特別利益   

固定資産売却益 - 910

特別利益合計 - 910

特別損失   

固定資産処分損 2,044 273

特別退職金 - 16,492

その他 12,629 30

特別損失合計 14,673 16,796

税金等調整前四半期純利益 1,085,677 1,482,715

法人税、住民税及び事業税 455,165 679,934

法人税等調整額 △74 △42,089

法人税等合計 455,091 637,844

少数株主損益調整前四半期純利益 630,586 844,871

四半期純利益 630,586 844,871
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 630,586 844,871

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 197,594 △204,371

為替換算調整勘定 1,721,124 1,215,459

その他の包括利益合計 1,918,718 1,011,087

四半期包括利益 2,549,305 1,855,958

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,549,305 1,855,958
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,085,677 1,482,715

減価償却費 291,435 396,813

賞与引当金の増減額（△は減少） 177,084 196,399

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42,826 △5,438

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,847 △20,232

受取利息及び受取配当金 △20,570 △26,249

支払利息 48,645 42,122

関係会社株式評価損 12,529 －

売上債権の増減額（△は増加） 1,440,653 2,040,387

たな卸資産の増減額（△は増加） △606,234 △836,876

仕入債務の増減額（△は減少） △2,254 84,368

その他の流動負債の増減額（△は減少） △252,392 △439,757

その他の固定負債の増減額（△は減少） 3,228 1,331

未払消費税等の増減額（△は減少） △296 120,376

その他 △30,863 39,194

小計 2,105,662 3,075,153

法人税等の支払額 △1,158,495 △1,260,546

営業活動によるキャッシュ・フロー 947,167 1,814,606

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △200,000 －

有価証券の取得による支出 △1,000,000 △200,000

有価証券の売却による収入 1,000,000 200,000

有形固定資産の取得による支出 △629,249 △489,158

無形固定資産の取得による支出 △2,394 △102,417

投資有価証券の取得による支出 △349,036 －

保険積立金の積立による支出 △215,385 △13,000

敷金の回収による収入 3,864 146,356

利息及び配当金の受取額 22,220 28,686

その他 21,975 2,808

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,348,005 △426,724

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 2,419,099 2,048,763

短期借入金の返済による支出 △2,349,324 △2,113,687

長期借入れによる収入 1,050,000 －

長期借入金の返済による支出 △1,100,763 △32,400

配当金の支払額 △33,804 △69,792

利息の支払額 △40,015 △37,492

その他 △31,976 △37,346

財務活動によるキャッシュ・フロー △86,786 △241,956

現金及び現金同等物に係る換算差額 264,088 254,782

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △223,534 1,400,709

現金及び現金同等物の期首残高 17,295,906 18,454,501

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 49,658

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 17,072,371 ※１ 19,904,868
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

前連結会計年度において非連結子会社であった岡部インダストリー㈱は、重要性が増したため当第１四半期連

結会計期間より、連結の範囲に含めております。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（追加情報）

（税率変更による影響）

平成26年度税制改正（平成26年３月31日公布）による復興特別法人税の廃止に伴い、平成27年１月１日に開始

する連結会計年度における法人所得税の計算の基礎となる法定実効税率は、従来の38.0％から35.6％に変更と

なっております。

なお、当該変更が繰延税金資産および繰延税金負債に与える影響は軽微であります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日）

現金及び預金 17,115,329千円 20,104,868千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △42,957 〃 △200,000 〃

現金及び現金同等物 17,072,371千円 19,904,868千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月28日

定時株主総会
普通株式 419,663 8.00 平成24年12月31日 平成25年３月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日

定時株主総会
普通株式 577,033 11.00 平成25年12月31日 平成26年３月31日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成25年１月１日　至　平成25年３月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

 
建設関連
製品事業

自動車関連
製品事業

ホテル事業
その他の
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
10,330,749 1,425,260 1,080,607 256,909 13,093,526 － 13,093,526

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 10,330,749 1,425,260 1,080,607 256,909 13,093,526 － 13,093,526

セグメント利益又は
損失（△）

914,245 197,704 △70,612 8,739 1,050,077 － 1,050,077

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成26年１月１日　至　平成26年３月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）

 
建設関連
製品事業

自動車関連
製品事業

ホテル事業
その他の
事業

計

売上高        

外部顧客への

売上高
12,794,691 1,949,717 1,310,456 282,617 16,337,482 － 16,337,482

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － 1,069 － 1,069 △1,069 －

計 12,794,691 1,949,717 1,311,525 282,617 16,338,551 △1,069 16,337,482

セグメント利益又は
損失（△）

1,319,703 187,023 △49,686 7,934 1,464,974 － 1,464,974

（注）セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 12円02銭 16円11銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 630,586 844,871

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 630,586 844,871

普通株式の期中平均株式数（株） 52,457,957 52,457,631

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年５月14日

岡部株式会社

取締役会　御中

 

監査法人　大手門会計事務所

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 植木　暢茂　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 武川　博一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 根本　芳男　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡部株式会社の

平成26年１月１日から平成26年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成26年１月１日から平成26年

３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成26年１月１日から平成26年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡部株式会社及び連結子会社の平成26年３月31日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

岡部株式会社(E01412)

四半期報告書

22/22


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

